
郡中学校通信 Ｎｏ３７
学校教育目標 「 自ら行動、達成して感動 」

校 訓 「 自主・自律・連帯・創造 」 Ｒ５．３．２４発行 文責 校長 松﨑大樹

チーム郡 思いを力に！

郡中ビレッジ 美・礼・時

・４月 ７日(金）着任式・始業式
・４月１０日(月）

第７７回入学式・１年PTA
・４月１２日(水) 2学年PTA活動説明会
・４月１４日(金）歓迎遠足
・４月１８日(火) ３年全国学力検査

２年県学力検査・１年課題テスト
・４月２８日(金） PTA総会・社体総会
・５月１日（月）・２日（火）

３年実力テスト
・５月２１日(日) 第７７回体育大会
・５月２６日(金)～２８日(日)

大村市中総体 新体操・卓球
・６月１０日(水）・１１日（木）

大村市中総体 武道・球技・水泳
・６月２０日(火)大村市中総体 陸上
・６月２３日（金）・２６日（月）

１学期期末考査
・６月２７日(火）～７月１日（土）

長崎っ子の心を見つめる教育週間
・７月 １日(土）土曜授業・学年学級PTA
・７月２０日(木）１学期終業式

・１２月 ７日(木）立志式
・１２月１１日(月）１年学年・学級PTA
・１２月１２日(火) ２年学年・学級PTA
・１２月１５日(金）１・２年大村市学力検査
・１２月２２日(金）２学期終業式
・ １月 ９日(火）３学期始業式
・ １月 ９日(火)・１０日(水）

１・２年実力テスト
・ ２月 １日(木）公立高校前期選抜
・ ２月 ８日(木）～９日(金)３学期期末考査
・ ２月 ８日(木）入学説明会
・ ３月 ６日(水）・７日(木）公立後期選抜
・ ３月１４日(木）第７７回卒業証書授与式
・ ３月１５日(金）公立高校後期選抜合格発表
・ ３月２２日(金）修了式・離任式

※なお、平成5年度の公立高校入試関係の日程や
それに伴う卒業式、公立高校合格発表日は、あく
までも予定であり、変更の可能性がありますので、
ご了承ください。

令和５年度郡中学校

「学校暦」(予定)

・７月２４日(火）～８月４日(金）
１・2年生二者面談
３年 三者面談

・８月 ９日(水）登校日・平和集会
・ ８月２８日(金）２学期始業式
・ ８月２８日(金）～２９日(月)

全学年実力テスト
・ ９月２０日(水) １年学年・学級PTA
・ ９月２１日(木)  ２年学年・学級PTA
・ ９月２２日(金） ３年学年・学級PTA
・１０月 ３日(月)大村市中学校駅伝大会
・１０月 ４日(火） ３年進路説明会
・１０月 ５日(木）～６日(金)

１・２年２学期中間テスト
３年実力テスト

・１０月１３日(金）全校合唱コンクール
・１０月２３日(月) 生徒会役員選挙
・１０月２７日(金) ３年総合発表会
・１０月３１日(火)～１１月２日(木)

２年生修学旅行
・１１月 ６日(月）～１６日(木）

１・２年教育相談・３年三者面談
・１１月２１日(火）・２２日(水)

２学期期末テスト

３月２４日（金） 令和４年度 「修了式」
この一年間をしっかり振り返る節目の時。

この春休み、進級に向けて充実した日々を過ごしてください。
生徒の皆さんへ

この春の新しいスタートに向けて、何が大切になるのでしょうか？ その一つが「自分の殻を破る！」ということだと思います。
皆さんは、今、人生の中でも一番多感な時期を迎えています。それは、人生の中で最も心が揺れ動く時期だともいえます。です

から、自分が頑張ろうと思っていても、周りの目を気にして嫌われないような言動をする、人前で失敗しないか不安になる、他の
人と比較して自分を否定的に捉えてしまい自信を失うなど・・・・・。必要以上に臆病になってしまい、素直な自分を表現できず
に、達成感を味わう機会を逃したり、自分の価値を高めることができずに、悩んでいる生徒の皆さんも、この中にはいるのではな
いかと心配しています。
そして、このような自分も他人も傷つけたくないが故の、自分を表現しない「気を遣いすぎる人間関係」の中では、人間関係も

深まらず、自分の力や才能、そして可能性までも、いつまでたっても輝かないままに終わってしまうこともあるのです。これは、
自分の成長にとっては、とても残念なことなのです。
しかし、よく考えてみてください。失敗をしない人間なんて、この世の中、どこを探しても誰もいません。ましてや「失敗は成

功のもと」という言葉があるように、失敗するからこそ課題が見つかり、その課題を改善していく中で、人は進歩していくのでは
ないでしょうか・・・。また、失敗するからこそ、人の苦しさや悲しみ、そして、その時、励ましてくれた人の優しさや温かさも
わかる場合もあるのです。
たとえ大きな失敗をしていたとしても、それは間違いなく「過去」

のことです。自分の力、可能性を信じて「今」を頑張れば、今日から
あなたの「未来」は間違いなく変わっていくのです。
だからこそ、この春のスタートに向けて、臆病がらずに、自分の

素直な思いや考えを思い切って表現し、行動に移していく・・・。
そのことで、自分の力や才能が輝きだし、新しい自分との出会いを
作り出すことができるのだと思います。そして、その為に大切なこと
が、「自分の殻を破る」ということなのです。
この「自分の殻を破る」ということを、そんなに難しく考える必要

はありません。自分を表現できる小さなことに、そして、これまで
やっていなかった小さなことにチャレンジし、コツコツ頑張っていけば
いいのです。この春、「自分の殻を破る」という、自分を表現できる
小さな取組に、そしてこれまでやっていなかった小さな取組に、
チャレンジし、継続して取り組んでいく中で、新しい自分との出会いを
しっかりと見つけてください。 校長より



保護者の皆様へ 長崎県教育委員会より「令和５年度人事異動」の
発令がありましたのでお知らせします！

３月１４日第７６回卒業証書授与式を開催！ 卒業生２２４名が巣立っていきました！

卒業生２２４本の新たな道に希望と幸多きことを、心から願っています。

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
卒業生の皆さんが本校で過ごした３年間は、日本中、世界中が新型コロナウイルス感染拡大の渦に飲み込まれたた３年間でした。
しかし、そのコロナ禍であっても歩みを止めることなく、これまでの郡中の最上級生が守り引き継いできた良き伝統を、しっか
りと踏襲し、さらに進化させるため、本校の教育活動の中心を担い、原動力となってくれた３年生２２４名だったと思っています。
そんな卒業生の皆さんに、本校を巣立つにあたり、「自分作り」のための「不易」と「流行」について最後に話をさせていただ
きます。「不易」とは、どんなに時代が変わろうとも、周りに流されることなく、変わらず守り続けるもの。「流行」とは、新し
い流れやはやり、また新しい風を意味します。これからの世の中はすさまじいスピードで変化していき、AIの進歩やグローバル化
等の影響は非常に大きいと言われています。そんな社会で皆さんがたくましく生きていくためには、その時代の様々な変化に対応
できるしなやかな感性、そして、知識、力が必要です。チャールズ・ダーウィンの「進化論」にも、「唯一生き残るのは変化に対
応できるものである」と書かれています。これが「流行」の部分です。しかし、世の中が大きく変化していくからこそ、何も変わ
らず、しっかり守っていかなければならないものもあるはずです。周りに流されない自分の思い、まっすぐな生き方、さらには、
自分自身を支えてくれた方々への感謝の気持ちや思いやりの心、それが「不易」の部分です。
つまり、これからの自分を作っていく上では、この「不易」と「流行」はどちらとも大切なことであり、守るべき自分、変わる
べき自分、その見極めが上手くできたとき、今の自分をより深く自覚し、自分の進む方向を見つけられるのだと思います。
自分にとって、また自分の将来にとって、変わっていけないもの、変わらなくてはいけないものが何なのか、しっかりと考えな
がらこれからの人生を歩み、自分作りに励んでください。
これから始まる、卒業生２２４本の新たな道に希望と幸多きことを、心から願っています。 校長より

【 退 職 】
教 諭 久保 鉄男 （技）（→再任用フルタイム 大村中）
教 諭 中村 貴子 （音）（→再任用フルタイム 西大村中）
教 諭 髙瀬 佐奈恵（国）（→再任用フルタイム 桜が原中）
養護教諭 梶原 厚子
講 師 松岡 直輝 （社）（→【新規採用】北諫早中）
教 諭 赤木 奎介 （数）（→【新規採用】西大村中）
【 転 出 】
南部中 新補校長 本多 博 （理）
玖島中 教 諭 太田 綾実 （国）
宇久中 教 諭 宮原 咲英 （音）
玖島中 教 諭 卜部 美樹 （保体）
大船越中 教 諭 前野 吏美 （英）
大村中 事務主任 塚原 ひろみ
桜が原中 心の教室相談員 土井 洋子

この度の人事異動により、右に示す職員が退
職、転勤することとなりました。在任中にお寄
せいただきました御厚情に心より感謝申し上げ
ます。
今後も全教職員で力を合わせて教育活動に取
り組んでまいりますので、保護者の皆様には変
わらぬ御支援をいただきますよう、よろしくお
願い申し上げます。

退職、転勤される先生方、大変お世話になりまし
た。新天地での御活躍を心からお祈りいたします。

【重要】保護者の皆様へ 新学期以降の学校における
マスク着用の考え方の見直し等について

新学期４月１日以降の学校におけ
る児童生徒及び教職員のマスクの着
用について、文部科学省及び長崎県
教育委員会より「学校教育活動に当
たってはマスクの着用を求めないこ
とを基本とすること」と考え方を見
直されたことから、郡中学校におけ
る新学期以降の対応は、右に示すと
おりとなりますので、御理解と御協
力をよろしくお願いいたします。

マスク着用の考え方の見直しについて
〇児童生徒及び教職員については、学校教育活動に当たって、マスクの着用を求めないこと
を基本とします。
〇ただし、登下校時に混雑したバスを利用する場合や、校外学習等において医療機関や高齢
者施設を訪問する場合など、マスク着用が推奨される場面においては、児童生徒及び教職
員についても、着用が推奨される場合があります。
〇基礎疾患があるなど様々な事情により、感染不安を抱き、マスク
の着用を希望したり、健康上の理由によりマスクを着用できない
児童生徒もいます。このことから、マスクの着用の有無による差別
・偏見等がないように適切に指導します。

※詳細は、R5.3.23付
Tetoru配信資料を
ご覧下さい。


